
キャンプ桑江南側地区
平成30年度 まちづくり説明会

平成３１年２月
北谷町
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次第

１．開会の挨拶
２．説明

（１）はじめに
（２）キャンプ桑江南側地区跡地利⽤計画について
（３）駐⾞場整備計画の概要について
（４）先⾏取得について

３．意⾒交換
４．閉会
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本日の説明概要
（１）はじめに

⇒本日の説明会の趣旨について説明します。
（２）キャンプ桑江南側地区跡地利⽤計画について

⇒「キャンプ桑江南側地区跡地利用基本計画」のこれまで
の計画内容と調査・検討に基づく計画内容の具体化に関
する検討結果について説明します。

（３）駐⾞場整備計画の概要について
⇒過年度調査・検討の結果、位置付けた「駐車場」の整備
方針等について説明します。

（４）先⾏取得について
⇒H31年度より「駐車場」用地にかかる先行取得を進める
予定で、その内容について説明します。
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（１）はじめに

①これまでの経緯と今後の返還予定
②説明会の趣旨と目的
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地区の位置

北谷町役場

キャンプ桑江南側地区
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これまでの経緯と今後の返還予定
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2025年度（H37）⼜はそれ以降返還予定

北⾕町の動き 国等の動き

2004（H16）まちづくり基本構想策定

2009（H21）跡地利⽤基本計画策定
（以下「基本計画」という。）

2012（H24）〜継続
計画推進に向けた各種調査・検討

2014（H26）〜
先⾏取得事業の実施

現在

1996（H8）SACO報
告：返還合意

2003（H15）：キャン
プ桑江北側返還
2006（H18）全面返還
の検討合意

2013（H25）：
「沖縄における在日米
軍施設・区域に関する
統合計画」の発表



跡地利用基本計画策定後（2009年）の取り組み
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・2009年度以降、基本計画の実現に向けて、⼟地利⽤
ゾーニング、機能、都市施設の配置等、具体の調査検
討の実施や計画の推進に向けた取り組みを進めていま
す。

例）跡地利⽤推進に
向けた取り組み

例）「国際教育ゾーン」等の
土地の使い方について具体

内容の検討

説明会の目的と趣旨
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2009年度以降、基本計画の実現に向け
て進めてきました、調査・検討結果に

ついて報告いたします。

＜本日の趣旨＞
•基本計画を具体化するための検討を進めました。
•このうち、⼀部の土地利⽤（ゾーニング）について、
検討に基づく具体的な土地の使い方等を報告します。

•上記の内、土地の使い方として位置付けた「駐⾞
場」の整備方針および土地の確保の方針について説
明します。



（２）キャンプ桑江南側地区
跡地利用基本計画について

①これまで（2009年）の位置づけ
②計画の具体化（調査・検討の結果）
③地区が目指す跡地利用の方針
④公共・公益機能として重要な役割を担う「駐車場」
の先行買収について

9

①これまでの位置づけ（2009年度基本計画）
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• “「便利で健康・安全な賑わいのあるコンパクトシティ
北⾕にふさわしい「職住近接型」のまちづくりの実現“

に向けて、各種土地方針、機能を位置づけています。

教育施設ゾーン
（教育施設用地）

国際教育・国際交流
ゾーン

（地域交流施設）

賑わい広場、沿道
商業ゾーン

公園・緑地ゾーン
（保全緑地）



②計画の具体化（調査・検討の結果）
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跡地と美浜地区を結び、
新たな中心市街地の玄関
口（顔）となる役割

国道58号の拡幅、県道24号
線のバイパス整備が進み、交
通の拠点となる役割

美浜地区
（⻄海岸）

桑江南地区

②計画の具体化（調査・検討の結果）
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交通結節
ゾーン

•賑わい広場、沿道商業ゾーンにおいて、「交通結節
ゾーン」の役割に関する方針・機能を具体化

H25年度調査結果であり、決定事項ではありません。

当初 具体化



③地区が目指す跡地利用の方針
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交通結節ゾーン
• 北谷町の玄関口として、当該地区への
訪れやすさ、当該地区から周辺都市へ
の訪れやすさを強化する交通結節機能
として「駐車場」整備を位置づけます。

タウンコア、交通結節ゾーンにおける跡地
利用の方針

こんな町を目指します！

④「駐車場」の先行買収について
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•今後の取り組みとして、「学校⽤地」「緑地・公園
⽤地」に加え、 「駐⾞場⽤地」の先⾏買収を進めま
す。

H25年度調査結果であり、決定事項ではありません。
買収の位置もおおよそであり、決定ではありません。

駐車場用地
を確保
（新規）

緑地・公園
用地を確保
（継続）

学校用地を
確保

（継続）



④「駐車場」の先行買収について
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•「駐⾞場」については、玄関口を形成する上で核と
なる施設で、公共公益性が高く、事業の具体化が進
んでいることから、平成３１年度より先⾏買収を進
めます。

交通結節ゾーン
＜駐車場＞

H31 H32 H33 H34

H31年度より開始予定

その他
土地利用、機能等の具体化が
進めば、必要に応じて土地の
先行取得を進めていきます。

（３）駐車場整備計画の概要

①位置
②規模
③その他
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①位置

17道路の位置は、イメージ図であり、決定事項ではありません。

駐車場整備

②規模
＜駐⾞場の規模について＞
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約１３，０００㎡を予定
（約３，９４０坪）
※減歩後、約８，０００㎡
約270台の規模を想定



③その他
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＜既存駐⾞場との関係（美浜地区の公共駐⾞場）＞
• 現在美浜地区において、⼤規模な公共駐⾞場が整備
されているほか、今後新たな整備も検討されていま
すが、以下の役割分担を位置付けています。

美浜地区

交通結節点
（桑江南地区）

• 周辺の商業施設、ホテル、観光・
レクリエーション利⽤を⽬的とし
た駐⾞場

• 国道58号の拡幅、県道24号線の
バイパス整備が進む中、町の玄関
口＝交通結節点となる駐⾞場

（４）先行取得について

①先行取得の概要
（対象区域、取得面積）

②税の控除
③買取価格
④その他先行取得の取り組み状況

20



①先行取得の概要

21

•駐⾞場⽤地の先⾏取得対象区域は、平坦地を対象
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②税の控除（５千万円の特別控除）
•町へ売却した場合、 最高５千万円の特別控除の対象
となります。
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②税の控除（５千万円の特別控除）
•町に売却するか⺠間に売却するかで、 税⾦の負担額
が異なります。

所得税・住⺠税・国⺠健康保険税（介護保険料含む）に⼤きな
差が生じます。
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③買取価格
•不動産鑑定⼠による調査結果を基に、 毎年北⾕町が
決定します。

（⼟地の⽴⼊調査に制約があるため、⼀筆毎の⼟地評価は⾏いませ
ん。）

24

買取価格
年間

軍用地料
取引倍率
○○倍

× ＝



③買取実施期間と今後の取得予定面積
• ⼟地の先⾏取得は、平成33 年度まで実施予定
• 必要面積に達した場合は、受付を終了いたします。

25

学校用地 緑地・公園
用地

駐車場
用地 合計

目標面積 45,000㎡ 25,000㎡ 13,000㎡ 83,000㎡

取得面積
（進捗率）

43,300㎡
（97％）

9,000㎡
（36％）

ー㎡
（−）

52,300㎡
（63％）

今後の取得
予定面積 1,700㎡ 16,000㎡ 13,000㎡ 30,700㎡

追加

④その他先行取得の取り組み状況（緑地・公園）
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•緑地・公園⽤地の土地先⾏取得も進めています
•残り 約１６，０００㎡ あります。

自然のまま姿を残す貴重な緑地ですが、
本町では斜面地にある既存の緑地を残
す目的で土地の買取を行っています。

•税制上の特別措置もあります（5千万
円の控除※前述）



④その他先行取得の取り組み状況（緑地・公園）
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• 対象地は、⺠有地にかけて連続的に広がる、樹木が密生
した斜面地

緑地・公園用地
取得対象エリア


